




　４月１日付けの人事異動により、山口地方

法務局長を拝命しました板谷でございます。

　出身は静岡県で、前任地は、法務省大臣官

房秘書課政策評価企画室に勤めておりまし

た。

　さて、現在の状況を見ますと、依然として

厳しい社会・経済状勢の中、公務員に対する

国民からのご批判は非常に厳しいものがあり

常に矜持を正しているところですが、反面こ

れらのご批判は、私たち公務員に対する期待

の表れでもあると受け止めております。

　このような情勢にあって法務局は、現在、

窓口サービスの向上を図るべく、「窓口向上

アクションプラン」を作成し、その計画の実

施に着手しているところであり、今後、より

一層の行政サービスの向上を目指してまいり

ます。

　ご当地は、歴史的にも重要な位置を占め、

とりわけ、明治維新の原動力となったことは

著名であり、行政の在り方に更なる向上が求

められ、法務局において様々な改善を図ろう

とする中、ご当地の地域風土というものは、

変革の時機を迎えている組織の責任者とし

て、大いに心強く思っております。

　皆様の業務に関連の深い「地図」につきま

しても、昨年、玖珂郡大畠町において１７条地

図の作製を会員の皆様のご協力を得て無事に

終了することができました。

　誌面を借り、改めてお礼を申し上げます。

　法務局においては、これからも、「地図管

理システム」の拡充等、IT化に向けた事務

処理体制の強化を図ってまいりますので、今

後とも皆様のご協力とご支援を引き続きお願

い申し上げます。

　最後になりましたが、貴会のますますのご

発展と、会員皆様のご繁栄を祈念いたしまし

て、私の着任のごあいさつとさせていただき

ます。

着任の挨拶
着任のごあいさつ

山口地方法務局長　板谷浩禎
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　４月１日付けの人事異動により、山口地方

法務局次長を命じられ過日着任いたしまし

た。前任地は大津地方法務局で、山口局の勤

務は２度目であります。

　前回、当局に勤務しておりました際には、

人権擁護を担当しておりましたので、会員の

皆様の業務と直接的な関連はなかったのです

が、人権相談を受ける中、山口県特有の問題

である「山林地域に公図の備え付けのないこ

と」を聞くごとに、会員の皆様が困難な状況

にあって適正に業務をされていることに敬服

しておりました。

　さて、現在の当局の状況を見ますと、登記

事務のコンピュータ化が全国的に進展する

中、本局登記部門をはじめ４支局において不

動産登記事務のコンピュータ化が既になさ

れ、昨年１１月に本局登記部門と管内防府支局

間で相互に登記事項証明書の交付が得られる

「不動産登記情報交換システム」の運用が開

始されたところです。

　現在、この「不動産登記情報交換システム」

の運用は全国的規模で拡大されており、IT

化社会において、法務局がハードの面で対応

していることの一端となっております。

　皆様の業務と関連の深い分野におきまして

は、本年が、測量法の改正が施行され、公共

座標が国際基準に適合される最初の年であ

り、不動産登記における「地図」についても

「グローバル化」・「IT化」の到来が強く実

感されるところです。

　このような情勢の中、会員の皆様には当局

の取り組みに対し、今後ともご協力とご支援

をお願い申し上げまして、私の着任のごあい

さつとさせていただきます。

着任のごあいさつ

山口地方法務局次長　佐々木正光
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　今、山口会では土地境界の裁判に必要不可

欠な鑑定業務に精通した鑑定人の育成に向

け、下記のとおり本部研修を行なった。

日時：平成１４年２月８日�

　　　午後２時３０分～午後４時４０分

場所：山口県土地家屋調査士会館

講師：山口県土地家屋調査士会参与

　　　　　山　�　耕　右

内容　『境界鑑定委員会への提言』

　　　―境界鑑定に関する土地制度の歴史―

　１．境界鑑定委員会立ち上げの意義

�１　境界訴訟の特殊性

　・民事訴訟の非訟事件に近いもの

　・筆界は当事者の意見に左右されない

　・行政処分である

�２　ADR「代替的紛争解決」

　・裁判の前に行政的に解決する

　・ドイツやフランスでは確立されている

　　（７～８割解決され最後に判決）

　・土地家屋調査士は筆界に関するプロであ

りこれから出番がある

　・地籍調査も土地家屋調査士が係っていた

らもっとよいものができただろう

　２．土地制度の歴史

�１　古代における土地支配

　�大化の改新による班田制により国有にし

て男は２反、女はその３分の２の１反１２０

歩を給した。

　　この大化の改新以後の土地公有の原則

は、開墾の奨励による私有が認められる

ことになり、貴族や社寺による大土地所

有が続出し、荘園が発達することとなっ

た。

　�封建制度下の所有権

　　領主的所持（所有権より年貢徴収権）と

農民的所持（耕作権）の二重構造の形で

存在していた。

�２　検地と地図作成の歴史

　・太閤検地

　　農民に耕作権を与える一方、その移動を

禁じ、土地に固定化するため行なった。

　　６尺３寸の竿をもって検地すると定めて

全国的に丈量単位を統一した。

　　毛利藩は５度の検地を行なっている。

　３．明治期における地租改正

�１　近代的所有権への移行

　　１つの土地は１人が所有するという原則

「一地一主の原則」や、土地利用上の制

約を解除し、「田畑緒物品の勝手作」を

許可し、土地売買が自由にできる「地所

永代売買の解禁」を宣言した。

�２　地租改正のための事前整理

　　全国の土地を民有地と官有地に大別する

官民有区分の基準の設定や町村界の整

理、開墾地の整理、社寺地の整理を行な

った。

　４．山口県の地租改正作業

　明治６年７月明治政府は「地租改正法」を

公布したが、山口県は他県に先駆けて明治５

年７月大蔵省から内命を受けた。

平成１３年度第２回本部研修会の報告

業務部長　大森正秀

本部研修

会報やまぐち

3

会報やまぐち

3



　しかし、改めて土地丈量は行なわず宝暦年

間の検地帳をそのまま援用し、検地が行われ

ていない旧支藩の所領のみ、宝暦検地と同一

の六尺五寸で丈量していた。

　５．山口県の地図更正

　明治１９年再度の地押調査を行ない、丈量は

竹縄を使用し、三斜法を用い、全国共通の六

尺で丈量し、この地図が後の土地台帳付属地

図として、マイラー化され現在も登記所に備

え付けられ公開されている。

　しかし、山口県においては山林地番の土地

においては地図がないこともあって、登記所

には備え付けられていない。

　その原因としていろいろ取り沙汰されてい

るが、地租条例後、厳しい経済情勢のなかで、

予算上耕宅地部のみしか丈量できなかったこ

とが伺われた。

　６．地籍図に関する経緯

　国土地調査では一筆地調査のあり方に不信

感があり、地籍調査作業規程準則にも“筆界

を調査し”とあるが、現実は占有界の調査が

行われており、境界確定訴訟では最高裁判所

の判決により公法上境界としては覆えされて

いる。

　受講後の感想

　今回の研修のテキストとして山�参与著書

の「公図の沿革」を使いました。

　山�参与が長年苦労され、研究された資料

としてのこの図書を我々土地家屋調査士は再

読して日々の業務にもっと活かすべきでしよ

う。

　大阪会の境界鑑定委員会も会員に購入し必

読するようにと研修録�２に書かれていまし

た。土地を扱う者として公図の見方や土地の

歴史を熟知することと、歴史的な背景の重要

性を認識させられた研修会でした。
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　下記日程により、平成１３年度の連合会中国ブロック新人研修が山口会担当で行われました。中

ブロ事務局によって、１５項目にわたる研修項目と測量実習、内業実習が企画され、山口会が総力

でお世話をいたしました。

　企画運営をされた瀬口会長、三好、西本各副会長、法務局西谷様はじめ講師を引き受けていた

だいた会員講師の方々、業務部広報部のお世話によって無事終えることができました。

　測量実習は合同庁舎北側の亀山公園の広場で、６点を選択し５点を閉合していただくこととし、

精度チェックを行いました。業務部は前日に測量しておりましたが、結果は閉合差数ミリという

精度で心配は吹き飛んでしまいました。

　まったくトランシットは初めてという方も少しおられましたが、そういう方々にとってはとて

もいい機会となったようです。それより何より同期生として他県の方々とも知り合いになられた

ことが収穫だったかもしれません。

　外業・内業ともに機械メーカーの方々に大変お世話になり測量実習を終了することができまし

た。

　３月１５日�

　３月１６日�

　３月１７日�

中国ブロック新人研修会
業務担当副会長　山根　勇

中国ブロック
協議会報告

研 修 内 容 担 当 者

表示登記に関する主要先例／登記制度の沿革他 山�山口会参与

土地家屋調査士の民事責任 弁護士

報酬額の考え方 藤原連合会理事

各種保険の説明 宮�山口会財務部長

関係法令（都市計画法・公用廃止他） 山根山口会副会長

研 修 内 容 担 当 者

不動産表示登記事務取扱要領について 法務局担当者

会員心得／体験談 下田中ブロ副会長

連合会の役割と単位会の役割 永美中ブロ副会長

調査・測量実施要領（通則） 吉田山口会総務部長

調査・測量実施要領（土地／建物） 山根山口会副会長

調査・測量実施要領（技術基準） 大森山口会業務部長

研 修 内 容 担 当 者

外業実習―山口市亀山公園― 山口会業務部

内業実習（計算・図面作成） 山口会業務部

土地家屋調査士業務に必要な基礎知識 浦井山口会支部長

自由研修《最新OA機器の実習》 各メーカー
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　３月１５日から３日間の日程で、山口県土地

家屋調査士会館で中国ブロック新人研修会が

行なわれました。私は入会直後で何も判らな

いので、次回に参加しようと考えておりまし

たが、事務局長さんの説得力ある一言で参加

を決心しました。いざ参加してみると私より

年が一回りも若い人が多く、最初は場所を間

違えたような気持になり、３日間大丈夫かと

不安を感じておりました。

　司会者の方から３日間の研修内容の説明が

あり、この研修は調査士会員皆様の会費で運

営されていると聞いて、どの講義も聞きのが

しのないように真剣に受講しました。隣席の

方とは気軽に話が出来て、そのうち回りの雰

囲気にも慣れ、緊張感が取れリラックスした

気分で３日間楽しく過ごさせて頂いたことを

感謝しております。

　研修冒頭瀬口会長の挨拶の中で、研修の重

要性、義務化の話があると聞いて、私のよう

な補助者経験のない畑違いのもの（製鉄繊維

機械の設計製作）にとっては、非常に有難く

なくてはならないものだと感じました。又業

務運営上真実を客観的に依頼者や隣接者に説

明でき、納得させる努力が必要であると言わ

れ、その通りであると深く感銘しました。

　各講師の方々の研修内容はどの講義におい

ても過去のトラブル事例を何度も挙げられ、

より判り易く話して下さったので今後の業務

活動に大いに参考になりました。

　懇親会では役員の開業当時の貴重な体験談

を聞き、他県の新人調査士と交流情報交換を

深めることができ、今後困った時に備えて、

この時間は良き仲間同志の橋渡しとして、大

変有意義であったと思います。

　今回の研修は私にとってこれから業務運営

上、よりベターに軌道修正し研修で学んだ事

を肝に銘じ実務に生かし、信頼される調査士

をめざし頑張っていく所存です。

　最後に、この研修会を企画して下さった山

口会、中国ブロック会ならびに各担当講師の

皆様に深く感謝しお礼申し上げます。

新人研修会に参加して
岩国支部　河近卓美
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　３月１５日から１７日まで２泊３日の日程で、

中国ブロック新人研修会が山口県土地家屋調

査士会館にて緊張した雰囲気の中、瀬口中国

ブロック協議会々長の挨拶で始まりました。

３日間という短い期間で土地家屋調査士業務

等について、各講師の先生方には、自己の体

験談も交えて丁寧かつわかりやすく御講義し

て頂きました。

　初日の会員心得の講義では、補助者経験の

あった私は、土地家屋調査士とはどういうも

のか自分の中では理解していたつもりでした

が、改めて社会的責任の重さ、持つべき心構

えを認識しました。

　又、３日目の山崎耕右山口会参与の「温故

知新」をテーマに講義頂いた登記制度の沿革

では、不動産登記法が制定されてから１００年

以上たった今、土地家屋調査士のスタートラ

インに立った私には、興味深く今後の業務を

行う上で大変勉強になりました。

　又、研修期間中山口会はもとより他県の土

地家屋調査士の仲間に出会え、親睦を深める

事ができ大変楽しい時間も過ごす事が出来ま

した。

　今後は、今回の研修で学んだことを忘れな

いよう日頃から自己研鑽に努め、本部及び支

部で行われる研修会に積極的に参加し、経験

不足を補っていこうと思います。

　最後になりましたが、３日間お世話をして

頂いた山口会の役員及び、御講義して頂いた

先生方に深く感謝し、お礼を申し上げます。

中国ブロック新人研修会に参加して
徳山支部　亦賀喜忠
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　平成１４年３月１５日�から同１７日�まで、３

日間にわたり、山口県土地家屋調査士会館に

おいて、中国ブロック新人研修が開催されまし

た。　まず始めに、会長が「時代の変換期の中で、

調査士会を取り巻く状況は厳しくなってきて

いる。しかしながら、どのような状況になろ

うとも徹底徹尾正直であれという心構えで業

務に取り組んでほしい」と挨拶されました。

この３日間の講師全員の方も、講義の際に同

じ様な言葉を口にされておられました。

　真面目に業務に取り組み国民から信頼され

る調査士にならねばという気持ちを皆がこの

研修会で持ってそれぞれの地へもどっていっ

たことと思います。

　研修は、講義形式のものから、実際に測量

をして地積測量図を作成するものまで、幅広

くご指導いただきました。

　調査・測量実施要領などは今までじっくり

読むことがなかったのですが、長年業務に精

通された講師の方が、通常の業務で気を付け

なければならないことなど例に出されなが

ら、非常に分かりやすくまた興味深く講義し

ていただきました。測量実習は５班に分かれ

て近くの公園で行われました。

　機械の扱い方から丁寧にご指導いただき、

初心者には非常にありがたいものでした。中

にはすでに補助者や測量士等で活躍しておら

れる方もいらっしゃいましたが、そのような

方の熟練した技を間近で見ることも、私たち

初心者にとっては、大変勉強になりました。

　また、１日目の夜は懇親会が開かれ、先輩

方から貴重な体験談を聞いたり、受講生同士

で測量の機械は何がいいとか開業にいくらか

かるのかなどの情報交換をしたりと、昼間以

上に有意義な場も設けていただきました。

　わずか３日間ではありましたが、充実した

研修会に参加させていただき心から感謝して

おります。

　私たちのような新人のために、貴重な時間

をさいていただいた山口会のスタッフの方々

はじめ、講師や事務局の方々に、受講生を代

表して心から感謝の言葉を述べさせていただ

きます。

　本当にありがとうございました。

　今後は先輩方が築いてきた信頼を損なうこ

とのないよう、この研修会でのことを常に思

い出しながらがんばりたいと思いますので、

これからもご指導よろしくお願い致します。

中国ブロック新人研修会に参加しての感想
宇部支部　安光秀樹
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　３月１５日から３日間開催された中国ブロッ

ク新人研修会に参加しました。

　３日間で不動産表示登記事務取扱い要領、

調査・測量実施要領、外業・内業の実習、表

示登記に関する主要先例、土地家屋調査士の

民事責任、関係法令などの講義をうけました。

なかでも２日目の午後にあった浦井義明先生

の「土地家屋調査士業務に必要な基礎知識」

の講義では浦井先生のモノの考え方やとらえ

方が印象的でした。

　補助者の経験があったので、それなりに土

地家屋調査士としての心構えは理解していた

つもりでしたが、この研修会で調査士の責任

の重さ・心構えを改めて考えさせられまし

た。

　山口会で新人研修会を開催したのは今回が

初めてだったということで瀬口会長や山口会

の方々は苦労されたと思いますが、私にとっ

て大変有意義な研修会になりました。ありが

とうございました。

　３月１５日から１７日までの３日間、山口県土

地家屋調査士会館にて行われた中国ブロック

新人研修会に参加させて頂きました。

　私以外に２人も女性の方が参加されている

ことに大変驚き、そして励まされました。

　講義の内容は、調査・測量実施要領、外業、

各メーカーの最新OA機器を使用しての内

業、公図の沿革、報酬計算、パソコンを活用

した事件管理の方法など、どれも興味深く一

瞬たりとも気の抜けないものでした。

　特に私の心を捉えたものは、最終日の昼食

時に流された下関支部の方々が平成４年に作

成された立会についての寸劇ビデオでした。

立会経験のほとんどない私には大変参考にな

り、時間の関係で最後まで見ることができな

かったのは残念でした。

　今回の研修で調査士とはベテランも新人も

関係なく１００％の完璧性が求められる甘えの

許されない職業だということを再認識致しま

した。今後は自分の理想とする調査士像に近

づくため、会や支部で行われる研修会に積極

的に参加し、研鑽を積んでいきたいと思いま

す。

　最後になりましたが、今回お世話になりま

した瀬口会長をはじめ山口会の皆様に御礼を

申し上げます。ありがとうございました。

新人研修会に参加して
宇部支部　本光誠也

新人研修会に参加して
下関支部　楠木梨絵

会長挨拶 修了証授与
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　平成１４年３月１５日から１７日まで山口県山口

市惣太夫町の山口県土地家屋調査士会館にお

いて、平成１３年中国ブロック研修が行われま

した。山口市はとても風情の有るゆったりと

した街並みであり、山口県土地家屋調査士会

館は駅周辺において一際目立った新しく立派

な建物で驚きました。今年は女性３名と少な

かったのですが、山口県会の方達のおかげで

懇親会でも女性の席を設けて頂いたり外業実

習でもご配慮を頂き、他県の女性の方達との

交流を持たせて頂くことができ大変嬉しく思

いました。初日はオリエンテーションから始

まり、調査・測量実施要領をもとに講義が行

われ、夜は懇親会がサンルート国際ホテル山

口で行われました。各県会の会長からもご挨

拶を頂きまた他県の会員の方達との交流も深

まり、大変充実した懇親会になりました。２

日目は外業実習ということで各メーカーの方

達との交流を持たせて頂き、以前お会いした

ことのあるメーカーの方とも数年ぶりに会え

懐かしいお話もさせて頂いたりと、私自身に

はとても勉強になった講義だったのですが、

ただ測量に長く携わっていた方達にとっては

初心者の講義のようになり、退屈なさってい

たのではないかとも思われました。３日目は

下関支部作成の立会いについてのビデオを流

すなど特別な講義も入り、充実した研修とな

りました。あっという間に過ぎてしまいまし

たが、私自身司法書士業との兼業で何かと勉

強不足も多い中、改めて調査士業務について

考えさせられた３日間でした。

　３日間、山口会の先生を中心に講師をして

いただきました。特に２日目は、朝から近く

の公園で実際にトータルステーションを使用

しました。５班に分かれて１対回による測量

を行い、閉合させるという内容でした。そし

て午後に計算・図面を作成しました。思った

ほど精度が悪くなかったのでほっとしまし

た。また、立会の様子を寸劇にしたビデオを

視聴しました。思わず笑ってしまうような場

面もありましたが、立会の難しさを痛感させ

られました。３月２８日には岡山県土地家屋調

査士会の新人研修が行われました。初心者が

陥りやすい問題点を具体例をあげて説明され

ました。講師の方の体験談をふんだんにとり

入れての説明に、参加者は熱心に聞き入り、

メモをとっていました。今回の研修で私は土

地家屋調査士は測量という技術者であると同

時に法律家でもあるという事を改めて感じま

した。日進月歩の測量技術を勉強するだけで

なく、法令にも精通していなければなりませ

ん。日々努力してまいりますので、ご指導の

程よろしくお願い致します。

中国ブロック新人研修に参加して
岡山会　竹並恵子

中国ブロック新人研修会に参加して
岡山会　岩田弘明
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　中国ブロック、岡山県土地家屋調査士会、

両方の研修を終えての共通の感想だが、研修

という名目で行うのなら、多少金銭的な負担

が多くなっても、そういったことを業として

いるような人に講師として来てもらうか（つ

まり講師は有償でというコト）、或いはきち

んとした研修のシステムを確立して、希望者

のみがそれを受講、又はいくつかの講座の中

から選択できるようにすべきではないか、と、

思った。

　或いは、配属研修という形で時間をかけて

個別指導を受けられるようにするか、である。

　何故なら、同じ新入会員であっても、その

知識の質、測量の技術にはかなり差があり、

補助者の経験がある者と、いわゆる測量コン

サルタントでの経験がある者、測量士資格が

ある者ではかなり違いがある。学校を卒業し

て全く働いた経験がなく、受験用の知識しか

ない者だって居る。

　言葉の意味すらわからないこともある。因

みに私は他県での補助者の経験があるにもか

かわらず、「切絵図」という呼び名を知らな

かったがために、まるで話の内容がつかめな

かった、といったこともあった。「公図」と

言ってくれればわかったのだが……。

　それらの全てに対応できるような研修制度

を望むことはとてつもなく無理なことなのか

も知れないが、あえて必修ということなら、

明らかに無駄と思えるような時間を過ごすこ

とはできれば避けたいし、テキストに書いて

あることをただ朗読させるのも辛いものがあ

る。

　開業するにあたって、少しでも不安な気持

が減るよう、実務に則したきめ細かな研修を、

ということである。

　そういった意味では、寧ろ諸先輩方の失敗

談などの方が大いに参考になったし、同じ新

入会員の方々と知り合えたことこそ、価値あ

ることだったと思う。

　桜のつぼみがいつもより早く咲き始めた３

月１５日から３月１７日の三日間、山口県土地家

屋調査士会館において行われた新人研修会

に、３３人のうちの１人として参加させていた

だきました。

　受付を済ませ名札を付けて、整然と並べら

れた机につき緊張の三日間の始まりでした。

　１日目は、西谷節夫（山口地方法務局総括

表示登記専門官）講師による「不動産表示登

記事務取扱要領について」の研修から始まり、

夕方には会場をホテルに移しての懇親会。

　２日目は、午前に山口市亀山公園で外業実

習、午後からは内業実習、引き続き研修。

　３日目は、昼食時に山口会の先生の名演技

によるビデオの鑑賞を挟んでの研修、そして

修了証書交付式の内容でした。

中国ブロック新人研修会に参加して
岡山会　大森昭英

「平成１３年度中国ブロック新人研修会」に参加して
広島会　平原睦博
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　来年夏頃の施行予定である調査士法の一部

改正案から、様々な体験談・事故例・対処法

など、講師のかたの長年の経験値、今で言う

『大切なお宝』を新人の私達に披露していた

だいたように思い、心より感謝しております。

　そして、山口会作製の「立会ビデオ」を見

ながら「うーん、こういう人はおるおる。」、

「このケースはあるある。」と一人で納得し、

私自身はこの様にならないようにと心をひき

しめ、この部分については真似をしてと思う

のでした。講師の先生の「初心忘るべからず。」

の一言を心に留め、日々精進してまいります。

そしていつの日か、私達が積みあげた経験を

調査士会のため、後輩のために、活かすこと

ができればと思います。

　最後になりましたが、瀬口中国ブロック会

長をはじめ、講師の方々、ならびにこの研修

会にご協力くださいました方々に御礼申しあ

げます。誠にありがとうございました。

　３月１５日から１７日まで、２泊３日の日程で

平成１３年度の中国ブロック新人研修会が、山

口県土地家屋調査士会館に於いて開催されま

した。

　研修会は、定刻の１０時より「開会の辞」の

後、まず山口地方法務局総括表示登記専門官

の西谷節夫様による「不動産表示登記事務取

扱要領」の講義から始まりました。続いて各

講師の先生方から「会員心得」「調査・測量

実施要領（通則）」「調査・測量実施要領（土

地／建物）」「調査・測量実施要領（技術基準）」

「登記制度の沿革」等３日間の講義で調査士

として業務を遂行する上での基本と、表示登

記に関連する諸法令等を教えて頂きました。

ピカピカの一年生の私は、調査士の実務経験

は無く、直接先生方の生の声で講義を聞く事

ができ、とても貴重で有意義な時間を過ごす

事ができました。大変感謝しております。

　また、懇親会等で、各会員の方と情報交換

や談話などを通じて、楽しい時を過ごすこと

ができ、相談できる知人ができた事を嬉しく

思っています。初めて研修会に参加しました

が、この研修が無駄になることのないよう日

夜研鑽に励み、技術者である自己を日々向上

させていきたいと思います。また、今後とも

諸先輩方には、ご指導・ご鞭撻を賜りますよ

う宜しくお願い申し上げます。

　最後になりましたが、この研修会の準備・

運営等をして頂いたスタッフの皆様方、本当

にありがとうございました。

中国ブロック新人研修会に参加して
広島会　國重　寛
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１．日　時　　平成１４年３月３０日�

　　　　　　　午後１時３０分～午後４時１０分

２．場　所　　山口市惣太夫町２番２号

　　　　　　　山口県土地家屋調査士会館

３．参加者　　山口県土地家屋調査士会を含

む法律関連１０士業

　　　　　　　６９名（詳細後記）

４．テーマ　　最近の士業の現状及び将来の

展望

５．内　容

　当番会の山口社会保険労務士会のあいさつ

の後、各士業の代表者が１５分程度の持時間内

で、現状や将来の展望を説明しました。

（山口県土地家屋調査士会　瀬口会長の発言

の要旨）

　我々土地家屋調査士は、もっとも関係が深

い司法書士についてはある程度情報が得られ

るが、他の士業については、ほとんど知らな

いのが現状です。

　こういう機会に多くの他士業の会員と意見

の交換が出来るということは大いに意義があ

ります。

　また、今回は、弁理士、海事代理士の代表

者の参加があり、近い将来我々の仲間入りを

強く要望する次第です。

　さて、私達は、土地家屋調査士制度制定５０

周年を過ぎ、時代が進むにつれ私達土地家屋

調査士の仲間だけでは解決出来ない問題が

多々発生し、その解決のためには国民の代表

である国会議員に力を借り、法の改正・整備

等を国民とともに進めていくのが早道である

との認識に達しました。

　司法書士、行政書士、税理士、社会保険労

務士等の団体は、早くからここに着目し、本

会の政治部門を担う組織として、単位会とは

別に「政治連盟」という組織を結成し成果を

あげていることは周知の事実であります。

　我が山口県土地家屋調査士会も、遅まきな

がら、全国土地家屋調査士政治連盟指導のも

と昨年６月に「山口県土地家屋調査士政治連

盟」を結成すべく、大会を開催し、我が会員

に呼びかけました。

　昨今の政治不信の中、種々議論の末、よう

やく大多数の会員の賛成が得られ、結成の運

びとなりました。

　今後少しずつでも成果をあげていきたいと

思います。

　次に土地家屋調査士の測量業務は、昔は平

板で測量しておりましたが、現在では光波測

量機、更にはGPSを使い人工衛星からの光

波で非常に正確な測量図が作成できるように

なりました。

　日本の土地を縮小し、それを図面に表し、

法務局に提出するという業務は他ならぬ我々

土地家屋調査士の固有の業務であります。

　また、国民の財産権を守る土地の境界線を

決める資格業は私達より他にはありません。

　更に、私達は昨年６月１２日に出された「司

法制度改革審議会意見書」基づき、いわゆる

裁判外の紛争解決手段として「境界鑑定委員

会」を立ち上げています。

　今後はこれらの実施に向け、法の整備を含

「山口法律関連士業ネットワーク」合同研修会について

広報部長　渡�満洲生
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め多くの課題が山積しており、少しずつでも

前進していきたいと思います。

　幸い山口県では、４年前から「山口法律関

連士業ネットワーク」が結成されて、我々隣

接士業間で仲間意識を強め、お互いに協力し

合う組織が出来上がっていますので、今後と

も皆様方のご指導・ご協力の程をよろしくお

願い申し上げます。

【山口法律関連士業ネットワーク合同研修会出席者人数】

関　係　団　体 人　数
山 口 県 司 法 書 士 会 ７人
山 口 県 行 政 書 士 会 １人
山 口 県 弁 護 士 会 ４人
日 本 公 認 会 計 士 協 会 ４人
山口県不動産鑑定士協会 ４人
山口県土地家屋調査士会 ８人
中国税理士会山口県支部 １０人
弁 理 士 １人
日本海事代理士会中国支部 １人
山口県社会保険労務士会 ２９人

計 ６９人

合同研修会で語る瀬口会長
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平成１４年度
「不動産表示登記」無料相談開催場所・相談件数

日　　時 場　　所 件数 相　談　内　容

４月１日�

９：００～１５：００

「山口地方法務局岩国支局」

岩国市錦見１丁目１６－３５

７

４月１日�

９：００～１５：００

「山口地方法務局柳井出張所」

柳井市東土手５－１

２

土　地

　分筆・合筆

　地目変更

　地積更正等３月３１日�

１０：００～１５：００ 「徳山市市民交流センター」

徳山市御幸通２－２８

１０
４月１日�

９：００～１５：００

４月１日�

９：００～１５：００

「防府地方合同庁舎」

４階共用会議室

防府市寿町６－３９

１０

建　物

　新築・増築

　滅失・分割

　区分等４月１日�

９：００～１５：００

「山口県土地家屋調査士会館」

玄関ロビー

山口市惣太夫町２－２

１０

４月１日�

９：００～１５：００

「山口地方法務局萩支局」

地下１階会議室

萩市平安古町５９９の３

１ 相　談　員

山口県土地家屋

　調査士会会員４月１日�

９：００～１５：００

「長門市物産観光センター」

会議室　１

長門市正明市四区

３

４月１日�

９：００～１５：００

「宇部市シルバーふれあいセンター」

３階第一講座室

宇部市琴芝町２丁目４－２５

８

４月１日�

９：００～１５：００

「下関市役所」

１階ロビー

下関市南部町１－１

１０

合　　　　計 ６１
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「表示登記の日」新聞掲載記事
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　４月１日�表示登記無料相談の結果を御報

告致します。

記

熊毛郡平生町　　　民有地間の境界について

柳井市　　　　　　官民境界について

１．開催内容の概要
　�日　時　　平成１４年４月１日　午前９時

～午後３時
　�場　所　　防府合同庁舎４階　共用会議

室
　�相談員　　支部役員　４名
２．相談内容
　�相談件数　　１０件（来場者１４名）
　�相談者の構成
　　　�イ男性　６名　　女性　４名

　　　�ロ年齢　７０歳以上　　　５名

　　　　　　　６０歳代　　　　３名

　　　　　　　５０歳代　　　　１名

　　　　　　　４０歳代　　　　１名

　　　�ハ相談内容の種類

　　　　土地の境界に関するもの（分筆登記

に関するものを含む） ７件

　　　　登記簿の記載に関するもの　　　　

　　　　　 １件

　　　　建物の表示登記に関するもの　　　

　　　　　 １件

　　　　相続登記に関するもの　　　　　　

　　　　　 １件

３．総括と反省
　相談件数が１０件（来場者１４名）とは、いか

にもさびしく、当支部の取組みの甘さ、努力

不足は十分反省する余地があると思うが、何

故４月１日という会計年度の初日でしかも官

庁・民間事業所を問わず、多くのサラリーマ

ンは人事異動の辞令交付日にあたるのに、わ

ざわざ一年間で最もあわただしい日を選んで

相談会を開催するような企画が実施されるの

か、私はかねてより疑問に思っている。

　しかも、相談内容は土地の境界問題などと

いうこみ入った事柄なのであり、せめて土・

日・祝祭日にして、じっくり腰を落ち着けて

相談できそうな日時設定をすべきではなかろ

うか。

　しかも本年は月曜日にあたり、当支部の相

談者もほとんどの人が定年退職後の６０歳代以

上の方だったことからも、この企画は相談者

に対する配慮が欠けていたのではないかと考

えている。

　また、相談員側としても、日常業務から離

れて、ゆったりした気分の中で相談を受けら

れる日を選択してもらいたいと思っておられ

るだろう。

　次年度以降の課題としたい。

４月１日表示登記の日の報告書
岩国支部・柳井地区　　　　　　

副支部長　東　　　章

表示登記の日相談会報告書
防府支部長　山本三喜夫
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　山口支部では下記のとおり無料相談会を開

催しました。

　その概要を報告いたします。

記

１．日　　時　平成１４年４月１日�
　　　　　　　午前９時～午後３時
２．場　　所　山口県土地家屋調査士会館　
　　　　　　　１階ロビー
３．相談内容　　
　　　イ　相談件数　１０件（男性１０人、女性

３人）

　　　ロ　年　　齢　　２０歳～２９歳（１人）

　　　　　　　　　　　３０歳～３９歳（１人）

　　　　　　　　　　　４０歳～４９歳（２人）

　　　　　　　　　　　５０歳～５９歳（６人）

　　　　　　　　　　　６０歳～６９歳（１人）

　　　　　　　　　　　７０歳～７９歳（２人）

　　　ハ　相談内容

　　　　　土地の境界について ５件

　　　　　土地の地目変更について ２件

　　　　　共有名義の地目変更及び所有権移

転について １件

　　　　　建物の滅失について １件

　　　　　その他（相続） １件

４．対　　応
　４月１日の無料相談会の開催を山口市の広

報誌（３月１５日付）に掲載を依頼していたが、

紙面の都合で割愛されたため、急遽３月２８日

付けの地元ローカル紙に広告として掲載し

た。

　その甲斐があって、来訪者全員が、この地

元ローカル紙を見ての相談であった。

　例年のごとく土地の境界についての相談が

多く、隣接者との日常的な付き合いのまずさ

が境界に紛争が生じるという構造が多く見ら

れた。

　特に多年に亘り、未解決のまま現在に至っ

ているのがほとんどで、相談者も自分の都合

のいいように解決してほしいという感情がう

かがわれた。

　相談者の歩み寄りの気持ちがないので、今

後もこのままで持ち越しとなると思われた。

　

会　　場　下関市役所１階ロビー
日　　時　平成１４年４月１日�
　　　　　AM１０：００～PM３：００
相談件数　１０件

　開始時刻が当初の予定ではAM９：００とな

っておりましたが、市役所ロビーにて記念式

典（特例市移行）が行なわれた為に、AM１０：

００開始となりました。

　相談件数１０件の内、市報公告による相談者

が５名、新聞公告３名、当日１名、ポスター

１名であり市報による宣伝効果が最も大きい

ことが伺える結果となりました。

表示登記の日無料相談会の報告
山口支部長　大田謙一郎

表示登記の日無料相談会開催報告
下関支部　企画委員　清水　浩二
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　業　界　きょうあす　

年２回　正確な測量の研修会

県土地家屋調査士会　　　　

会長　瀬口　潤二さん　５３

　土地家屋調査士とは、土地・建物の面積や

種類など、登記簿の「表題部」に掲載されて

いるデータを測量、調査するための国家資格

です。それぞれが調査士会に所属することが

義務付けられており、１９５０年に設立された県

の調査士会には現在、約２６０人が入会。岩国、

徳山、防府、山口、萩、宇部、下関の７支部

があります。

　知名度は低いですが、国民の財産や権利の

基礎となる重要な仕事です。私たちが計測し

た登記簿は永久に保存されるのですから、そ

のためにも、測量時の正確さは欠かせません。

測るポイントを誤らないように、依頼主では

ない隣家にまで境界線を尋ねるのも、重要な

作業です。

　測量技術も格段に上がりました。かつては

「平板」を使って測った距離やポイント同士

の角度から図面を作り、三角スケールとそろ

ばんで面積を割り出していました。でも、１９７０

年代に入ってからは、光の到達する速さで距

離などを割り出してくれる光波の機械を使

い、さらにコンピューターで最終的に面積を

処理します。これで格段に精度が上がりまし

た。

　言うまでもなく、境界線を巡るトラブルは

怖いです。商取引などとは違い、私たちの業

務の場合、トラブルが起きるのは、測量を終

えてすぐではなく、その１０年後ぐらい。例え

ば、土地所有者が亡くなって土地の分割が必

要になった場合などです。最初の測量をいい

加減にしていると、境界や面積の大小に絡ん

で必ずもめる原因を作ることになります。

　こうした状況を防ぐために、別に法律で定

められた訳ではないのですが、１０数年前から

は、費用が余分にかかっても、現場にコンク

リート製の境界くいを打つことにしていま

す。合言葉は「くいを残して、悔いを残さず」。

　会では、年間二回の研修会で、こうした技

術や法律について学んだり、法務局や県当局

と合同で、登記や測量の手続きにかかわる問

題点を話し合う場を設けています。また、イ

ベントを通じて、調査士の仕事をアピールし

ています。例えば、「山口きらら博」前の９６

年、会場のグラウンドで、測量技術を駆使し

て地上絵を描いたりもしました。

　９８年には JR山口駅構内に、「県土地家屋

調査士会館」（鉄骨三階建て、約６４０平方�）

を新設しました。駅に隣接する立地から、広

告塔としての効果も期待しています。

瀬口会長大いに語る

広報部長　渡�満洲生

調査士会
ニュース

　我が会の瀬口会長が、平成１４年３月２２日付の読売新聞に別記の内容で熱弁をふるい、会の PR

に大いに貢献されました。
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　平成１４年２月２日�、３日�に日本棋院会

館において、第１８回日調連全国囲碁大会が開

かれ、熱戦の末、山口会の渡邉満洲生会員（山

口支部）が個人戦Ａで優勝し、又、団体戦（３

名１組、山口会は１人欠員）でも山口会は谷

村健一会員（徳山支部）の健闘があり準優勝

しました。昨年の個

人戦優勝の長田幸三

会員（萩支部）に続

き、個人戦で２連覇

を達成しました。

　参加会員の皆様、

お疲れ様でした。

優秀な成績の囲碁大会
            ―昨年に続く快挙―             広報部　廣石　　勝
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個人戦Ａブロック（二段以上）
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　平成１４年１月２６日萩支部のインターネット

講習会が、萩市役所の会議室で行なわれまし

た。

　その日はあいにくの雨模様のうえ、暖房機

が故障しているという事で、寒さに震えなが

らの講習会でした。東山先生外、担当者の方

による親切な御指導により、各々「メール練

習中です」「頑張っているなー」等、思い思

いの文章を入力し、和気合いあいとした雰囲

気でメールの交換がされ、講習会が終了しま

した。

　役員の皆様ご苦労様でした。

　でも、メールではなく伝えたい事は、相手

の顔を見て、声を聞いて、など思うのは、時

代遅れなんでしょうか？

インターネット講習会に参加して

萩支部　熊野美智江
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　平成１４年２月２日�小野田市のきらら交流

館において（１３：００～１６：００　参加者２０人）

宇部支部の研修会が行われた。

　今回のテーマは前回のデーターベースソフ

ト（アクセス）の研修に引き続き「業務にお

けるコンピューターの有効活用ということ

で、Ｅメールの使い方、パソコンの有効活用

について行った。

　具体的には、パソコンの環境変化（CPU、

HD、メモリー、通信速度など）やパソコン

をネットワーク化する上での利点や問題点、

メールの使い方やメールウイルスへの対処の

仕方など講師の瀬口哲義会員がプロジェクタ

ーを使ってとてもわかり易く説明を行った。

さらに、パソコンの周辺機器（デジタルカメ

ラ、スキャナー、電子データーのファイル形

式）についての説明もあった。

　最後にそれらを利用して作成されたGIS

（地理情報システム）による都市計画図を見

せてもらい大変参考になった。

　都市計画図をスキャナーで取り込み、色分

けをし、その土地に関する情報がデーターベ

ース化されリンクしており、計画図の画面を

クリックすると瞬時にその土地に関する必要

な情報がパソコンの画面に表示された。前回

の研修で習ったデーターベースソフト（アク

セス）をこの様に利用すれば良いのかと驚い

た。

　講師の説明が終わった後も活発な質疑応答

があり大変有意義な研修会であった。

パソコン研修会を終えて！

宇部支部　久保真珠美
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　アラスカのアンカレッジからアラスカ鉄道

に乗り、デナリに着いた。そこからバスに乗

り、デナリ国立公園の野生動物等を見るツァ

ーに出るのである。天気が良ければ、バスの

回転の場所で間近にマッキンリー山を見るこ

とができたのに・・・残念。

　デナリからアラスカハイウェイを通って、

アンカレッジに戻る途中に休憩所に立ち寄っ

た。その時に今来た方向を振り返って見ると、

遠くに万年雪を抱いたマッキンリー山（６１９４

�）を眺めることができたので、早速スケッ

チした。

　このマッキンリー山はアラスカ山脈の最高

峰で、１９８４年に故植村直己氏が世界初の冬期

単独登頂に成功した後の下山途中に消息を絶

った山として、有名である。

マッキンリー山の眺め

萩支部　廣石　　勝

会員の作る
ページ
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　あの山の向には何が有る？

【幸福が！富が！永遠の時間がきっと有る

…。】

と思いつつ生活している訳であるが、旅とは

それを探しに行く事であろうか？　いやいや

常日頃、貧しい生活に耐えて暮らしているの

で、数時間の酒・金・等により天国の気分を

味わう為で有ろうか？

　何れにせよ新幹線に数年ぶりに乗り、先ず

ビール、又々ビール、もう此れだけで中空に

昇ってしまった。同行の方々とも、日頃は商

売仇なのに《旅仲間》として話しも盛り上が

り、楽しくて何をしても面白く、気分転換に

は最高で有った。

　今回、大阪に行き美味しいものを食べよう、

ということも一つの目的では有ったが、何と

食べたのは、焼肉であった。もしも一年前で

あれば、絶対と言っていい程食べなかったと

思う。五十を越えた男女が酒に酔っていると

はいえ、食べに食べそれにつれビール・酒・

焼酎と飲みに飲んだ。後で思ったので有るが、

ここ数カ月牛肉をあまり食べていなかったの

では無かろうか？狂牛病の影響で、何と無く

不味く感じていた為、実は飢えていたのであ

った。

　第一日目は、本命の«U・S・J»に行き、映

画とは異なり、自分の肉体を仮想空間に入れ

る事により恐怖感を呼び起こす仕掛けの大き

さに感動した。

　第二日目は、朝から各自自由行動としたが、

私は大阪在住の娘に《大阪城と通天閣》を案

内してもらった。この為にわざわざアルバイ

トを休んだということで、昼飯を奢らされビ

ール一杯のつもりが、破れ娘のつまらない話

しで盛り上がり又々五時間飲み続け、帰りの

新幹線の乗車迄あと１０分というところ迄飲ん

でしまった。

　私の天国は、酒を飲む事だけであろうか？

少し寂しい気もするが二日間の夢の中を過ご

し、下界に降りてきて懲りずに【山の向こう】

を思いながら、せっせと働く毎日である。

ユニバーサル・スタジオ・ジャパンに行きました

萩支部長　片山修一郎
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日調連発第３２８号

平成１４年３月１９日

　戸籍謄本等職務上請求書用紙の取扱いについては、平素から会員に厳正な管理徹底方をお願い

していたところでありますが、本月１３日、某会会員が自家用車に施錠して駐車していたところ、

鍵を壊され、車内にあった標記用紙及び職印が盗難に遭うという事態が発生しました。

　今回紛失した同用紙は、１２－H－２２１０１～１２－H－２２１５０までのうち約１０枚（職印の押印はして

いない）であり、警察署に盗難届が提出されていますが、いまだ発見されておりませんので、ご

留意願いたく通知します。

　今更申し上げるまでもなく、標記用紙の特別扱いは、一定の資格者が職務を遂行する上で戸籍

謄本等を必要とする場合も多いことにかんがみ、特にその使用が認められたものであり、このよ

うな事故が繰り返されることは、資格者制度に対する国民の信用・信頼を失墜させることにつな

がるのみならず、国民のプライバシー保護の観点からも重大な事態であるといわざるを得ません

（平成１１年８月２６日付け日調連発第１０３号当職依頼書参照）。

　つきましては、今一度、本件用紙の特別扱いに至った経緯と事故発生の場合の影響に思いをい

たし、会員の同用紙の管理徹底と慎重な取り扱い（使用日に事務所において必要枚数を切り離し、

氏名を記入、押印のうえ使用）についての会員指導の徹底を図るとともに、会員への受渡しにつ

いても更に慎重な取り扱いをするようお願いします。

戸籍謄本等職務上請求書用紙の
取扱いについて（通知）

業務連絡
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　本年度（第５５回）の定時総会を来る５月２４日�開催いたします。
　議案の審議が終了後（予定では午後３時３０分頃）約１時間３０分の予定で、有馬厚彦先生の貴重
なお話を聞きたいと思います。
　有馬先生は、法務省のご出身で国家資格である土地家屋調査士の試験委員や、表示に関する登
記についての著書など多数あり、紛れもなく現在の表示登記の第一人者であります。
　地方にいる我々にとって、著名な先生の講演を生で聞く機会は滅多にありませんので、是非会
員の皆様が拝聴されますようご案内いたします。

記

１．日　時　：　平成１４年５月２４日�
　　　　　　　　午後３時３０分（議案審議終

了後）～午後５時
２．場　所　：　ぱるるプラザ山口
３．演　題　：　土地の境界問題と法律専門

職としての土地家屋調査士
４．講　師　：　有馬厚彦先生
５．有馬先生の紹介
（略　歴）
・昭和３８年３月　東京大学法学部卒業
・昭和３８年４月　法務省入省
・昭和５０年４月　法務省民事局第四課長補佐
・昭和５３年４月　法務省民事局第三課長補佐
・昭和５９年８月　東京法務局民事行政部　首

席登記官（不動産登記担当）
・平成５年９月　�民事法務研究所　第一部

長

・平成８年４月　有馬シビル・ロー研究室主
宰

・平成８年２月　土地家屋調査士試験委員
　　　　　　　　現在に至る
（主な著書）
・昭和６２年１２月　実務登記総覧（民事報情報

センター）
・平成３年１月　不動産登記（きんざい）
・平成８年３月　事例にみる表示に関する登

記�１（テイハン）
・平成１０年２月　事例にみる表示に関する登

記�２（テイハン）
・平成１２年４月　登記三段六法（きんざい）

　
　　　　　　　　他多数

表示登記の第一人者
「有馬厚彦先生」が来山

総会の案内

講師　有馬厚彦先生
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１．会員入会状況

会員異動状況事務局だより

氏名（生年月日） 入会年月日 事務所 TEL FAX

もと みつ せい や

本　光　誠　也

（Ｓ５１．２．７）
Ｈ１４．１．１０

〒７５５‐００１８

宇部市錦町９‐４

（０８３６）

３１‐１８１２

（０８３６）

３１‐１８１３

たけ した おさむ

竹　下　　　治

（Ｓ３１．１１．２３）
Ｈ１４．１．１０

〒７５０‐００２５

下関市竹崎町一丁目１０‐１６

（０８３２）

２２‐３３３１

（０８３２）

２４‐０１２３

また か きよ ただ

亦　賀　喜　忠

（Ｓ４３．１２．１）
Ｈ１４．１．２１

〒７４５‐００２５

徳山市築港町５‐５

（０８３４）

２２‐２３４０

（０８３４）

２７‐５８８５

く す の き り え

楠　木　梨　絵

（Ｓ５４．１．２８）
Ｈ１４．２．１

〒７５１‐０８２３

下関市貴船町二丁目３‐３１

（０８３２）

３１‐５６２８

（０８３２）

２３‐８４０６

かわ ちか たく み

河　近　卓　美

（Ｓ２６．３．１０）
Ｈ１４．３．１１

〒７４２‐０１１１

柳井市大字日積８４７９の１

（０８２０）

２８‐１０３２

（０８２０）

２８‐１０３２

よし たけ まさ のり

吉　武　正　敬

（Ｓ４３．３．９）
Ｈ１４．４．１０

〒７５３‐０２１４

山口市大内御堀１１６２

（０８３）

９２４‐４１３６

（０８３）

９２４‐２２１２

もり もと やす ひろ

森　本　康　博

（Ｓ３５．１０．２７）
Ｈ１４．４．１０

〒７４７‐００３１

防府市迫戸町１８‐１５

（０８３５）

２１‐２１１３

（０８３５）

３８‐５６８３

なか い まさ ひこ

中　井　正　彦

（Ｓ１８．１１．５）
Ｈ１４．４．１０

〒７４７‐０８０１

防府市駅南町４‐１５

吉幸ビル３Ｆ

（０８３５）

２４‐３７０８

（０８３５）

２４‐３７１４
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４．TEL・FAX等変更

支 部 氏名 変更事項 変更前 変更後

徳 山 冨 永 　 弘 メールアドレス htomi@ymg.urban.ne.jp htomi@circus.ocn.ne.jp

徳 山 熊 谷 剛 全 TEL （０８３４）２７‐５７８０ （０８３４）２２‐２３４０

下 関 白 木 　 博 メールアドレス shiraki@jcom.home.ne.jp ren１２２＠jcom.home.ne.jp

山 口 有 吉 照 人 FAX （０８３）９８４‐２４０３ （０８３）９８４‐２５４０

２．会員脱会状況

支 部 地 区 氏　　　　　名 脱会年月日 備　考

岩　国 岩 国 松　井　　　昭 Ｈ１４．３．３１ 廃　業

岩 国 崎　本　次　郎 Ｈ１４．１．６ 逝　去

徳 山 徳 山 佐　伯　　　稔 Ｈ１４．１．８ 逝　去

３．事務所住所変更

支　部 氏　　名 変　更
年月日 変更事項 変　更　内　容 TEL FAX

宇 部 瀬 口 哲 義 H１４．１．１１ 事務所
〒７５５‐００５２

宇部市西本町２丁目９‐２１

（０８３６）

３８‐０２２３

（０８３６）

３６‐０２２２

宇 部 西 村 　 勲 H１４．１．１８ 事務所
〒７５６‐００８８

小野田市大字東高泊６の１
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会務報告
開　催　日 会　　　　務 場　　　所

１３．１２月１９日� 総務部会 調 査 士 会 館

２５日� 業務部会 調 査 士 会 館

研究室会議

２６日� 広報部会 調 査 士 会 館

１４．１月７日�
正副会長　新年挨拶 山 口 地 方 法 務 局

正副会長会議 調 査 士 会 館

８日� 広報部会（会報編集会議） 調 査 士 会 館

９日� 総務部会 調 査 士 会 館

１１日� 広報部会（会報編集会議） 調 査 士 会 館

１６日� 財務部会 調 査 士 会 館

１８日� 理事会 調 査 士 会 館

２５日� 法務局訪問（協議会打合せ） 山 口 地 方 法 務 局

２７日� �
�
�
日調連　地籍講座 東 京 都

２８日�
県用地課訪問（協議会打合せ） 県 土 木 建 築 部 用 地 課

３０日� 本部業務部と支部企画委員との協議会 調 査 士 会 館

２月２日	 �
�
�
日調連親睦囲碁大会 日 本 棋 院

３日�

７日

県用地課、法務局登記部門と調査士会との協議会

調 査 士 会 館
法務局登記部門と調査士会との協議会

８日� 本部研修会 調 査 士 会 館

９日	 研究室会議 調 査 士 会 館

１５日� 中国ブロック新人研修会打合せ 調 査 士 会 館

２３日	 水上日調連名誉会長祝賀会 東 京 都

３月５日�
総務・財務部会 調 査 士 会 館

法律関連士業ネットワーク理事会 社 会 保 険 労 務 士 会

６日� �
�
�
全国ブロック協議会会長会議

７日

東 京 都

臨時全国会長会議

１２日� 支部長綱紀委員合同会議 調 査 士 会 館

１５日� �
�
�
中国ブロック会長会議 調 査 士 会 館

１６日	

１５日� �
�
�
�
�

中国ブロック新人研修会１６日	 調 査 士 会 館

１７日�

１８日� 広報部会 調 査 士 会 館

２３日	 研究室会議 調 査 士 会 館

３０日	 法律関連士業ネットワーク合同研修会 調 査 士 会 館
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平成１３年度末・平成１４年度当初人事異動一覧表
平成１４年４月１日現在（予定）

所属 職名 氏名 転出先 後任者 所属・職名

　　 局長 佐 下 勝 義 退職 板 谷 弘 禎 法務省大臣官房秘書課上席補佐官

　　 次長 吉 村 剛 久 退職 佐々木正光 大津局次長

総務 課長 菊 間 　 徹 広島局総務管理官 難 波 尊 廣 京都局会計課長

総務 課長補佐 山 本 　 隆

総務 庶務係長 林 　 彰 夫 岩国・支局長補佐 藤 井 隆 弘 登記・登記相談官

総務 人事係長 瀧 村 　 剛 法務省民事局総務課法務専門官（登記情報センター室） 秋 里 光 人 広島局訟務部民事訟務部門訟務官

総務 係員（登専） 大 島 　 穣

総務 係員（登専） 柳　晋一郎

総務 係員（登専） 吉 屋 仁 志

総務 係員 鳥 取 裕 子 人権・係員（併任） 安達多恵子 徳山登・係員

総務 係員 門 屋 香 織

総務 自動車運転手 田 中 清 之

会計 課長 吉 原 　 宏

会計 主計係長 久 冨 豊 廣 松江局益田支局長補佐 竹 内 基 晴 豊北・登記官（所長）

会計 用度係長 有 吉 　 清

会計 施設係長 猪 俣 忠 弘

会計 係員（登専） 齋 藤 春 洋 防府・登記専門職 杉 原 誠 二 宇部総・係員（登専）

会計 係員（登専） 尾 中 芳 孝 人権・人権相談主任 吉 野 　 寿 下関総・供託専門職

会計 係員（登専） 徳 田 　 浩

会計 係員（登専） 伊藤美代子

会計 係員 浅 海 公 博

会計 電話交換手 田 邉 康 子

登記 首席登記官 土 田 洋 介
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登記 統括登記官 川 合 重 正

登記 統括登記官 福 永 　 馨 退職 金 子 邦 人 宇部登・統括登記官

登記 総括表示登記専門官 西 谷 節 夫

登記 表示登記専門官 泉 　 和 三

登記 総務登記官 藤 田 英 夫

登記 総務登記官 浅 原 　 勉

登記 係員（訟務官）高 井 静 子

登記 登記相談官 藤 井 隆 弘 総務・庶務係長 藤 井 　 茂 宇部登・登記相談官

登記 係員（訟務官）宇 野 秀 穂

登記 登記相談官 中 島 正 善

登記 登記専門職 古 谷 　 訓 宇部登・登記専門職 原 田 邦 夫 徳山登・登記調査官

登記 登記専門職 玉 田 秀 樹

登記 係員 中林恵美子 宇部登・係員 長 谷 直 樹 宇部登・係員

登記 係員 松 原 康 隆 長門・係員 藤 井 裕 子 戸籍・係員

戸籍 課長 永 谷 　 進 広島局訟務部上席訟務官（民事総括）林 　 隆 康 広島局会計課長補佐

戸籍 戸籍係長 木 村 　 学

戸籍 国籍係長 武 田 信 夫

戸籍 係員（登専） 野 村 博 之

戸籍 係員 藤 井 裕 子 登記・登記専門職 大 木 華 恵 柳井・登記専門職

供託 課長 亀 山 　 俊 松江局浜田支局長 西 村 和 子 広島局不動産登記部門総務登記官

供託 供託係長 原 田 隆 男

供託 供託専門職 小 川 智 之

訟務 上席訟務官（総括） 勝 部 健 二

訟務 上席訟務官 清 水 博 志 高松局訟務部上席訟務官（行政総括）三 宅 啓 一 広島局不動産登記部門総務登記官

訟務 訟務官 小野村　悟

訟務 係員（登調） 松 村 　 亮
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　山口県土地家屋調査士会のホームページを開設して半年になります。内容も充実し、会員の皆

様に役立つ情報、必要な情報を順次追加しておりますので、時々アクセスされることをお奨めし

ます。また、お気付、御意見、新しいアイデア等ありましたら、広報部まで御一報下さい。

URL http://www1.ocn.ne.jp/～yamatyo/

広報部からの
お知らせ
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